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別添（別記様式第２号） 

浜の活力再生広域プラン 

令和３～７年度 

第２期 

１ 広域水産業再生委員会 

広域委員会の

構成員 

・深浦町深浦地区地域水産業再生委員会（深浦漁協・深浦町）

・深浦町風合
か そ

瀬
せ

地区地域水産業再生委員会（風合瀬漁協・深浦町） 

・深浦町北金ヶ沢
きたかねがさわ

地区水産業再生委員会（新深浦町漁協・深浦町） 

・鰺ヶ沢町つがる市地域水産業再生委員会

（鰺ヶ沢町漁協・鰺ヶ沢町）

・つがる市

・車力
しゃりき

漁協 

・青森県漁業協同組合連合会

・青森県（農林水産部水産局水産振興課、西北地域県民局西北地方水産事務所） 

オブザーバー

対象となる地

域の範囲及び

漁業の種類 

・青森県深浦町からつがる市にかけての沿岸域

つがる市：定置網漁業（５名）

鰺ヶ沢町：底建網漁業（２３名）、底曳網漁業（１名）、

一本釣漁業（４名）、刺網漁業（５名）、 

イカ釣漁業（３名）

深浦町：定置網漁業（８名）、底建網漁業（１３７名）、 

はえ縄漁業（１０名）、一本釣漁業（２０名）、イカ釣漁業（２名） 

組織名 青森県日本海広域水産業再生委員会 

代表者名 会長 小枝 裕幸（新深浦町漁業協同組合 代表理事組合長） 
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２ 地域の現状 

（１）地域の水産業を取り巻く現状等

青森県日本海の南西部に位置するつがる市・鰺ヶ沢町・深浦町は、１００ｋｍを超える海岸線

と世界自然遺産「白神山地」の広大なブナ林及び津軽平野の穀倉地帯を有する自然豊かな地域で

あり、農林水産業すべてにおいて盛んな地域である。 

その中でも水産業は重要な基幹産業であり、古くから定置網・底建網・沖合底曳き網漁業・一

本釣・イカ釣漁業等の様々な漁業が営まれ、魚種も豊富で四季を通じて多種の魚介類が水揚げさ

れている。当地域の漁業は、１名から２名程度で操業する底建網漁業等の「独立型漁業」が約９

７％、２１１経営体であり、「雇用型漁業」の定置漁業は約３％、７経営体となっている。 

しかし、近年温暖化による高水温、海流等の影響により、主力魚種であるヤリイカ・ブリ等の

漁獲量の減少、魚価の低迷、そして平成２７年から開始され、令和２年度現在、第６期となって

いるクロマグロの資源管理により、なお一層の厳しい経営状況となっている。 

さらには、漁業者の高齢化や後継者不足の歯止めが効かず、加えて漁船、漁労機器等の老朽化

なども影響し、漁業生産力が落ち込んでおり、漁業を取り巻く環境は年々厳しさを増し、漁業経

営を維持することが困難となっている。 

また、近年５月～７月にかけて、定置網によるクロマグロの混獲が散見されるところである。WCPFC（中

西部太平洋まぐろ類委員会）で合意された保存管理措置に基づいて設定されている我が国のクロマグ

ロ漁獲上限を遵守するために当地域の定置網を休漁せざるを得ない事態となれば、本広域浜プランに

掲げる水産物の集約化、市場機能の集約という機能再編に支障を来すこととなるため、クロマグロの混

獲回避が必要となっている。 

（２）その他の関連する現状等

［人口の変動］ 

 平成１７年から平成２７年にかけて、３市町の人口は６３，６６３人から５１，８６６人と減

少しており、これと併行し平成１３年から平成３０年にかけて、漁業就労者数においても９２７

人から６０４人に減少している。（出典：国勢調査報告、漁業センサス） 

［産業・観光］ 

 水産物を活用した「マグロステーキ丼」や「ヒラメのヅケ丼」などご当地グルメの発信や、「チ

ェスボローカップ水泳駅伝」や「鰺ヶ沢トライアスロン大会」などのスポーツイベントを開催す

るなど、観光産業の推進にも取り組み、圏外からの集客に尽力している。 

［物流・交通アクセス］ 

 東北自動車道の浪岡 IC から鰺ヶ沢町に至る津軽自動車道の一部を構成する自動車専用道路が

平成２８年に開通し、物流全体については活性化していると考えられるものの、深浦町から鰺ヶ

沢町への連絡は一般道のみのため、付加価値の高い活魚の大消費地への流通については難しい状

況にある。 

［生活・雇用］ 

大型量販店の参入により雇用の場が増加し、食料品などの入手も容易となってきている。その
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反面、水産物をはじめとする地元の新鮮な食材を買い求める機会が減少し、地元の人が地元の食

材を使わない現象が起こっている。 

３ 競争力強化の取組方針 

（１） 機能再編・地域活性化に関する基本方針

① 前期の浜の活力再生広域プランの評価（成果及び課題等）
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② 今期の浜の活力再生広域プランの基本方針

価格・生産力の向上及び水産物の鮮度維持を図るため、第１期浜プランに新たな内容も盛り込

み、引き続き、広域連携を強化した取組みを行い、経営力・販売力・情報発信力・競争力をさら

に強化する。 

［出荷体制効率化の取組み］ 

・各漁協は、ヤリイカ・ウスメバル・アカムツ・アラ及び神経締め処理した漁獲物について、関

係者間での話し合いにより、集荷場所を産地市場へ集約し、出荷体制の効率化を推進する。

［品質向上の取組み］ 

・当広域水産業再生委員会は、神経締めの技術について、試験的に実施した地区での本格実施に

より、地域全体での出荷を目指す。

・各漁協は、一本釣り等において漁獲されるウスメバル、アカムツ、アラ等の高級魚の鮮度保持

及び体色向上について、独自の技術の共有を了承する漁業者の協力を得て、漁協内での当該技

術の統一を図る。

・近年、海洋環境の変化によりサワラの漁獲が増加傾向にある。第 2 期プランでは、新たな取組

として、クロマグロ資源管理の減収対策のため、漁業者及び各漁協は、釣り漁業等でサワラを

積極的に漁獲するとともに、鮮度保持や神経締め等により単価の向上を目指す。

［販売力の強化］ 

・第１期では「つがる日本海お魚大漁祭り」を実施し、第２期では、当広域水産業再生委員会は、

道の駅「かそせいか焼き村」、海の駅「わんど」などを活用し、各地区で水揚げされた鮮魚のセ

ットについて、販売促進活動を行う。また、ホームページを活用して鮮魚販売するほか、新し

い生活様式に対応した宅配サービスを実施し、鮮魚販売の推進に取り組む。

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協の女性部が、第１期で開発した未利用魚等の水産加工品を、第２

期では青森県漁連が水産物販売促進の拠点施設として整備したJF青森漁連流通PRセンターに

出荷することで、出荷量の増大を目指す。

［養殖業の推進］ 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協並びに漁業者は、第２期では、青森県指導のもと、新たに、アワ

ビ、ホヤなどの養殖技術の確立を目指す。

・新深浦町漁協及び深浦漁協並びに漁業者は、養殖サーモンの出荷量を増加させ、従事する漁業

者も増加させることで所得の向上を図る。

［効率的な操業体制の確立］ 

・漁業者は、第１期同様、統一的な航行規制を設定し、漁業コストの削減に努める。

・漁業者は、第１期同様、漁船保全修理施設を整備し、船底状態の改善に努める。

［クロマグロの混獲対策］ 



- 5 -

・定置漁業者は、第１期同様、定置網においてクロマグロの混獲が支障となる場合、混獲を回避する

ための取組を行うことにより、適切な資源管理を実施する。

（２） 中核的担い手の育成に関する基本方針

① 前期の浜の活力再生広域プランの評価（成果及び課題等）

② 今期の浜の活力再生広域プランの基本方針

第１期と同様、第２期でも講習会や体験学習等の開催により、地域を支える人材育成を図る。 

［後継者の育成］ 

・各漁協及び各市町村は、中学生等を対象とした漁業体験・料理教室などの体験学習を行い、後

継者の育成及び魚食普及を図る。

［担い手の確保］ 

・当広域水産業再生委員会は、各指導機関による経営改善指導や各種講習会を開催し、漁業者が

積極的に漁家経営の安定化に必要な知識等の取得、また、広域浜プランを実現できるよう働き

かけ、「中核的漁業者」を確保する。

・当広域水産業再生委員会は、「中核的漁業者」に認定された漁業者に対して、神経締め技術な

ど品質向上・衛生管理にかかる講習会へ積極的に参加をさせ、技術の習得と衛生管理の意識向

上を促す。

・中核的漁業者は、地域の漁業を維持・発展させていくため、浜プラン等の取組や漁業経営安定

化に向けた取組を率先して行う。

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

・それぞれの地区で策定している資源管理計画を順守するとともに、太平洋クロマグロの資源管

理に積極的に取り組み、漁場の管理・改善を図る。

・近年の需要の高まりにより、資源量が減少傾向にあるアカモクについて、漁獲努力量を制限す

るなど資源量増加に向けた取り組みを行う。

・深浦町北金ヶ沢地区で実施しているナマコの人工採苗事業を他地区に広げ、沿岸のナマコの資

源量増大に資する。
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（４）具体的な取組内容（年度ごとに数値目標とともに記載）

１年目（令和３年度） 

取組内容 ［出荷体制効率化の取組み］ 

出荷体制の集約化 

・漁協は、現在の８地区（車力、鰺ヶ沢、赤石、北金ヶ沢、風合瀬、深浦、舮

作、岩崎）の漁獲物を５地区（鰺ヶ沢、北金ヶ沢、風合瀬、深浦、岩崎）で集

荷、入札する体制について、仲買業者が対応しやすいよう、漁獲状況に応じ

て４地区（鰺ヶ沢、北金ヶ沢、深浦、岩崎）に集約することを目指し、第１期

の協議結果を基に、具体的な集荷方法、入札時間の設定などについて検討す

る。

［品質向上の取組み］ 

地域ブランド化推進・・・・① 

・当広域水産業再生委員会は、深浦町北金ヶ沢地区、深浦町深浦地区の２地区

で実施している活〆神経抜きの技術について、他地区の意欲的な漁業者に習

得させることで、当地域内で消費者からの活〆神経抜き漁獲物に対する要望

に対応できる体制を整える。１年目は、第１期に試験的に実施した「鰺ヶ沢

町鰺ヶ沢地区」・「深浦町風合瀬地区」の２地区での本格運用を進める。

・各漁協は、講習会等を開催し、水産物の品質・衛生管理意識の徹底を図る。

・一本釣り漁業者及び各漁協は、漁獲されるウスメバルを、氷と海水を１対３

の割合で調製した海水に速やかに収容・冷却し、体色向上を行う。

・漁業者及び各漁協は、高級魚であるアカムツ・アラ等の鮮度維持及び体色向

上技術を確立し、当地区産アカムツ・アラ等の更なる高品質化を目指す。１年

目は情報収集等を行い、技術の基礎資料を整理する。

・漁業者及び各漁協は、これまで低利用だった秋季のサワラについて、漁業技

術と鮮度保持技術の習得に努め、新たな収入源とすることを目指す。１年目

は漁獲方法と鮮度保持技術についての情報収集等を行う。

［販売力の強化］ 

道の駅及びインターネットを活用した販路拡大 

・各漁協（本広域プランに参画する漁協をいう。以下同じ。）は、各地区で水揚

げされた漁獲物を持ち寄ることで当地域の漁獲物セットを商品化して、深浦

町風合瀬地区の道の駅「かそせいか焼き村」や鯵ヶ沢地区の海の駅「わんど」

を最大限利用した店頭販売のほか、同２施設及び漁協のホームページを利用

したインターネット販売、新しい生活様式に対応した宅配サービスによる販

売に取り組み、１年目は計５０名の利用者を目指す。

直販まつりの開催 
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・各漁協は各市町（本広域プランに参画する市町をいう。以下同じ。）と連携し

て道の駅や海の駅、荷さばき等にて直販まつりの実施に取り組む。１年目は、

実施するための準備を行う。 

 

青森県漁連流通 PR センターの活用 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協の女性部は、自ら作った水産加工品を、青森県

漁連が水産物販売促進の拠点施設として整備した JF 青森漁連流通 PR センタ

ーへ出荷する。初年度は２００㎏の出荷を目指す。 

 

［養殖業の推進］ 

 貝類養殖等の拡大 

・新深浦町漁協及び漁業者は、青森県の指導の下、深浦町北金ヶ沢地区におい

てアワビやホヤの養殖試験に着手する。 

 

魚類養殖の推進 

・新深浦町漁協及び深浦漁協は、サーモン養殖に従事する漁業者も増大させ、

サーモンの出荷量を増加させることで漁業者の所得向上を図る。初年度は１

０名の従事者数を目指す。 

 

［効率的な操業体制の確立］ 

 統一的な航行規制・・・・② 

・漁業者は、持続的で収益性の高い操業体制を確立するため、航行速度制限を

設定することで漁業コストの削減を図る。全漁船２０ノットから１８ノット

航行を徹底し、５％の漁業コストの削減を目指す。 

 

［クロマグロの混獲対策］ 

 クロマグロの混獲回避・・・・③ 

・定置網漁業者は、クロマグロの混獲が支障となる場合は、混獲を回避するた

めの取組を行う。 

 

［後継者の育成］ 

 体験学習の実施 

・各漁協及び各市町は、地域内１０中学校の内、漁村地域の中学校では網起こ

し体験及び旬のお魚料理教室を開催し、漁村から離れた中学校においては旬

のお魚料理教室を開催することで、後継者育成と魚食普及を図り、将来の漁

業を担う人材確保に寄与する。１年目は、地域内３校で開催し、約１００名

の受講者数を目指す。 
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［担い手の確保］ 

中核的漁業者の確保・・・・④、⑤、⑥ 

・各漁協は、各指導機関による経営改善指導や各種講習会を開催することで、

漁業者の積極的な漁家経営の安定化に必要な知識等の取得や、国のセーフテ

ィーネット構築事業への加入により広域浜プランを実現できるよう働きかけ

る。なお、当広域水産業再生委員会は、「中核的漁業者」を５名認定する。

・中核的漁業者は、各漁協が開催する活〆神経抜き技術など品質向上・衛生管

理にかかる講習会へ積極的に参加し、技術の習得と衛生管理の知識習得を目

指す。

・中核的漁業者は 、地域の漁業を維持・発展させていくため、漁船リース事業

や競争力強化機器導入事業に取組み、漁業経営を安定化し、競争力の強化を

図る。

活用する支援

措置等 

・広域浜プランに基づく実証支援・・・・・①

・効率的な操業体制の確立支援事業・・・・②

・定置網の安定的な操業に必要なクロマグロの混獲回避活動支援・・③

・水産業競争強化漁船導入緊急支援事業・・④

・競争力強化型機器等導入緊急対策事業・・⑤

・水産業競争力強化金融支援事業・・・・・⑥

２年目（令和４年度） 

取組内容 ［出荷体制効率化の取組み］ 

出荷体制の集約化 

・漁協は、集荷、入札する体制について、前年度の検討結果を踏まえ、４地区

への集約を試験的に実施する。

［品質向上の取組み］ 

地域ブランド化推進・・・・① 

・「つがる市車力地区」・「鰺ヶ沢町赤石地区」の漁協及び漁業者は、第１期に試

験的に実施した、活〆神経抜き処理の本格的な運用を行う。 

・各漁協は、講習会等を開催し、水産物の品質・衛生管理意識の徹底を図る。

・一本釣り漁業者及び各漁協は、ウスメバルを、調製した海水に速やかに収容・

冷却し、体色向上を行う。

・漁業者及び各漁協は、アカムツ・アラ等の鮮度維持及び体色向上技術を確立

するため、実証試験を行い、効果について検証する。
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・漁業者及び各漁協は、秋季のサワラを新たな収入源とするため、２年目は１．

７tの神経締め出荷を目指す。 

 

［販売力の強化］ 

 道の駅及びインターネットを活用した販路拡大 

・各漁協は、鮮魚セットについて、地域の産直施設での店頭販売のほか、漁協

ともリンクしたインターネット販売、新しい生活様式に対応した宅配サービ

スによる販売に取り組み、２年目は計１００名の利用者を目指す。 

 

 直販まつりの開催 

・各漁協は各市町と連携して、道の駅や海の駅、各漁協にて直販まつりを実施

し、２年目は５０名の来客を目指す。 

 

青森県漁連流通 PR センターの活用 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協女性部は、自ら作った水産加工品について、JF

青森漁連流通 PR センターに向け、２５０㎏の出荷を目指す。 

 

［養殖業の推進］ 

 貝類養殖等の拡大 

・新深浦町漁協及び漁業者は、深浦町北金ヶ沢地区においてアワビやホヤの養

殖試験を実施し、風合瀬漁協及び漁業者は、深浦町風合瀬地区において同養

殖試験に着手する。 

 

魚類養殖の推進 

・新深浦町漁協及び深浦漁協は、サーモン養殖に従事する漁業者を増大させ、

出荷量を増加させることで漁業者の所得向上を図る。２年目は１５名の従事

者数を目指す。 

 

［効率的な操業体制の確立］ 

 統一的な航行規制・・・・⑤ 

・漁業者は、２０ノットから１８ノット航行を徹底し、５％の漁業コストの削

減を目指す。 

 

［クロマグロの混獲対策］ 

 クロマグロの混獲回避・・・・⑥ 

・定置網漁業者は、クロマグロの混獲が支障となる場合は、混獲を回避するた

めの取組を行う。 

 



- 10 - 

［後継者の育成］ 

 体験学習の実施 

・各漁協及び各市町は、後継者育成と魚食普及を図り、将来の漁業を担う人材

確保に寄与するため、地域内３中学校において水産体験教室を開催し、約１

２０名の受講者数を目指す。 

 

［担い手の確保］ 

 中核的漁業者の確保・・・・②、③、④ 

・各漁協は、漁業者の積極的な漁家経営の安定化に必要な知識等の取得、国の

セーフティーネット構築事業へ加入により広域浜プランを実現できるよう働

きかける。なお、当広域水産業再生委員会は、「中核的漁業者」を５名認定す

る。 

・中核的漁業者は、各漁協が開催する品質向上・衛生管理にかかる講習会へ積

極的に参加をし、技術の習得と衛生管理の知識習得を目指す。 

・中核的漁業者は 、漁船リース事業や競争力強化機器導入事業に取組、漁業経

営を安定化し、競争力の強化を図る。 

 

 

 

活用する支援

措置等 

・広域浜プランに基づく実証支援・・・・・① 

・水産業競争強化漁船導入緊急支援事業・・② 

・競争力強化型機器等導入緊急対策事業・・③ 

・水産業競争力強化金融支援事業・・・・・④ 

・効率的な操業体制の確立支援事業・・・・⑤ 

・定置網の安定的な操業に必要なクロマグロの混獲回避活動支援・・⑥ 

 

 ３年目（令和５年度） 

取組内容 ［出荷体制効率化の取組み］ 

 出荷体制の集約化 

・漁協は、集荷、入札する体制について、前年度に引き続き、４地区への集約

を試験的に実施する。 

 

［品質向上の取組み］ 

地域ブランド化推進・・・・① 

・「深浦町舮作地区」・「深浦町岩崎地区」の漁協及び漁業者は、第１期に試験的

に実施した活〆神経抜き処理の本格的な運用を行う。 

・各漁協は、講習会等を開催し、水産物の品質・衛生管理意識の徹底を図る。 



- 11 -

・一本釣り漁業者及び各漁協は、ウスメバルを、調製した海水に速やかに収容・

冷却し、体色向上を行う。

・漁業者及び各漁協は、アカムツ・アラ等の鮮度維持及び体色向上技術を確立

するため、前年度の検証結果を参考に実証試験を継続する。

・漁業者及び各漁協は、秋季のサワラを新たな収入源とするため、３年目は２．

１tの神経締め出荷を目指す。

［販売力の強化］ 

道の駅及びインターネットを活用した販路拡大 

・各漁協は、鮮魚セットについて、地域の産直施設での店頭販売のほか、漁協

とリンクしたインターネット販売、新しい生活様式に対応した宅配サービス

による販売に取り組み、３年目は計２００名の利用者を目指す。

直販まつりの開催 

・各漁協は各市町と連携して、道の駅や海の駅、各漁協にて直販まつりを実施

し、３年目は１００名の来客を目指す。

青森県漁連流通 PR センターの活用 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協女性部は、自らが作った水産加工品について、

JF 青森漁連流通 PR センターに向け、３００㎏の出荷を目指す。

［養殖業の推進］ 

貝類養殖等の拡大 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協並びに漁業者は、深浦町北金ヶ沢地区、風合瀬

地区においてアワビやホヤの養殖試験を継続する。

魚類養殖の推進 

・新深浦町漁協及び深浦漁協は、サーモン養殖に従事する漁業者を増大させ、

出荷量を増加させることで漁業者の所得向上を図る。３年目は２０名の従事

者数を目指す。

［効率的な操業体制の確立］ 

統一的な航行規制・・・・⑤ 

・漁業者は、２０ノットから１８ノット航行を徹底し、５％の漁業コストの削

減を目指す。

［クロマグロの混獲対策］ 

クロマグロの混獲回避・・・・⑥



- 12 -

・定置網漁業者は、クロマグロの混獲が支障となる場合は、混獲を回避するた

めの取組を行う。

［後継者の育成］ 

 体験学習の実施 

・各漁協及び各市町は、後継者育成と魚食普及を図り、将来の漁業を担う人材

確保に寄与するため、地域内３中学校において水産体験教室を開催し、約１

３０名の受講者数を目指す。

［担い手の確保］ 

中核的漁業者の確保・・・・②、③、④ 

・各漁協は、各指導機関による経営改善指導や各種講習会を開催することで、

漁業者の積極的な漁家経営の安定化に必要な知識等の取得や、セーフティー

ネット構築事業への加入により広域浜プランを実現できるよう働きかける。

なお、当広域水産業再生委員会は、「中核的漁業者」を５名認定する。 

・中核的漁業者は、各漁協が開催する品質向上・衛生管理にかかる講習会へ参

加し、技術の習得と衛生管理の知識習得を目指す。

・中核的漁業者は 、漁船リース事業や競争力強化機器導入事業に取組み、漁業

経営を安定化し、競争力の強化を図る。

活用する支援

措置等 

・広域浜プランに基づく実証支援・・・・・①

・水産業競争強化漁船導入緊急支援事業・・②

・競争力強化型機器等導入緊急対策事業・・③

・水産業競争力強化金融支援事業・・・・・④

・効率的な操業体制の確立支援事業・・・・⑤

・定置網の安定的な操業に必要なクロマグロの混獲回避活動支援・・⑥

４年目（令和６年度） 

取組内容 ［出荷体制効率化の取組み］ 

出荷体制の集約化 

・漁協は、集荷、入札する体制について、前年度に引き続き、４地区への集約

を試験的に実施する。

［品質向上の取組み］ 

地域ブランド化推進・・・・① 
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・当広域水産業再生委員会は、地域内での活〆神経抜き処理体制を整えるため、

新たに取り組む地区や新しく活〆神経抜き処理を施す魚種の追加を検討す

る。 

・各漁協は、講習会等を開催し、水産物の品質・衛生管理意識の徹底を図る。

・一本釣り漁業者及び各漁協は、ウスメバルを、調製した海水に速やかに収容・

冷却し、体色向上を行う。

・漁業者及び各漁協は、アカムツ・アラ等の鮮度維持及び体色向上技術を確立

するため、前年度の検証結果を参考に実証試験を継続しながら、ガイドライ

ン作成に向けこれまでのデータを整理する。

・漁業者及び各漁協では、秋季のサワラを新たな収入源とするため、４年目は

２．６t の神経締め出荷を目指す。

［販売力の強化］ 

道の駅及びインターネットを活用した販路拡大 

・各漁協は、鮮魚セットについて、地域の産直施設での店頭販売のほか、漁協

とリンクしたインターネット販売、新しい生活様式に対応した宅配サービス

による販売に取り組み、４年目は計４００名の利用者を目指す。

直販まつりの開催 

・各漁協は各市町と連携して、道の駅や海の駅、各漁協にて直販まつりを実施

し、４年目は２００名の来客を目指す。

青森県漁連流通 PR センターの活用 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協女性部は、自らが作った水産加工品について、

JF 青森漁連流通 PR センターに向け、４００㎏の出荷を目指す。

［養殖業の推進］ 

貝類養殖等の拡大 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協並びに漁業者は、深浦町北金ヶ沢地区、風合瀬

地区においてアワビやホヤの養殖試験を継続する。４年目は、アワビは５０

㎏、ホヤは２，５００㎏の生産を目指す。

魚類養殖の推進 

・新深浦町漁協及び深浦漁協は、サーモン養殖に従事する漁業者を増大させ、

出荷量を増加させることで漁業者の所得向上を図る。４年目は３０名の従事

者数を目指す。

［効率的な操業体制の確立］ 
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統一的な航行規制・・・・⑤ 

・漁業者は、２０ノットから１８ノット航行を徹底し、５％の漁業コストの削

減を目指す。

［クロマグロの混獲対策］ 

クロマグロの混獲回避・・・・⑥

・定置網漁業者は、クロマグロの混獲が支障となる場合は、混獲を回避するた

めの取組を行う。

［後継者の育成］ 

 体験学習の実施 

・各漁協及び各市町は、後継者育成と魚食普及を図り、将来の漁業を担う人材

確保に寄与するため、地域内３中学校において水産体験教室を開催し、約１

４０名の受講者数を目指す。

［担い手の確保］ 

中核的漁業者の確保・・・・②、③、④ 

・各漁協は、各指導機関による経営改善指導や各種講習会を開催することで、

漁業者の積極的な漁家経営の安定化に必要な知識等の取得や、国のセーフテ

ィーネット構築事業へ加入により広域浜プランを実現できるよう働きかけ

る。なお、当広域水産業再生委員会は、「中核的漁業者」を５名認定する。

・中核的漁業者は、各漁協が開催する品質向上・衛生管理にかかる講習会へ参

加し、技術の習得と衛生管理の知識習得を目指す。

・中核的漁業者は 、漁船リース事業や競争力強化機器導入事業に取組み、漁業

経営を安定化し、競争力の強化を図る。

活用する支援

措置等 

・広域浜プランに基づく実証支援・・・・・①

・水産業競争強化漁船導入緊急支援事業・・②

・競争力強化型機器等導入緊急対策事業・・③

・水産業競争力強化金融支援事業・・・・・④

・効率的な操業体制の確立支援事業・・・・⑤

・定置網の安定的な操業に必要なクロマグロの混獲回避活動支援・・⑥

５年目（令和７年度） 
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取組内容 ［出荷体制効率化の取組み］ 

出荷体制の集約化 

・漁協は、集荷、入札する体制について、４地区に集約する。

［品質向上の取組み］ 

地域ブランド化推進・・・・① 

・当広域水産業再生委員会は、活〆神経抜き処理に新たに取り組む地区や技術

を施す魚種を追加し、地域内で活〆神経抜き漁獲物を出荷する体制を構築す

る。

・各漁協は、講習会等を開催し、水産物の品質・衛生管理意識を徹底する。

・一本釣り漁業者及び各漁協は、ウスメバルを、調製した海水に速やかに収容・

冷却し、体色向上を行う。

・漁業者及び各漁協は、アカムツ・アラ等の鮮度維持及び体色向上技術につい

て、これまでの実証試験を基に確立し、ガイドラインを作成する。

・漁業者及び各漁協は、秋季のサワラを新たな収入源とするため、３．５t の神

経締め出荷をする。

［販売力の強化］ 

道の駅及びインターネットを活用した販路拡大 

・各漁協は、鮮魚セットについて、地域の産直施設での店頭販売のほか、漁協

とリンクしたインターネット販売、新しい生活様式に対応した宅配サービス

による販売に取り組み、５年目に計５００名の利用者を獲得する。

直販まつりの開催 

・各漁協は各市町と連携して、道の駅や海の駅、各漁協にて直販まつりを実施

し、５年目は３００名の来客を獲得する。

青森県漁連流通 PR センターの活用 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協女性部は、自らが作った水産加工品について、

JF 青森漁連流通 PR センターに向け、５００㎏を出荷する。

［養殖業の推進］ 

貝類養殖等の拡大 

・新深浦町漁協及び風合瀬漁協並びに漁業者は、深浦町北金ヶ沢地区、風合瀬

地区においてアワビやホヤの養殖技術を確立する。５年目は、アワビは１０

０㎏、ホヤは５，０００㎏を生産する。

魚類養殖の推進 
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・新深浦町漁協及び深浦漁協は、サーモン養殖に従事する漁業者を増大させ、

出荷量を増加させることで漁業者の所得向上を図る。５年目は５０名の従事

者数を獲得する。

［効率的な操業体制の確立］ 

統一的な航行規制・・・・⑤ 

・漁業者は、２０ノットから１８ノット航行を徹底し、漁業コストを５％削減

する。

［クロマグロの混獲対策］ 

クロマグロの混獲回避・・・・⑥

・定置網漁業者は、クロマグロの混獲が支障となる場合は、混獲を回避するた

めの取組を行う。

［後継者の育成］ 

 体験学習の実施 

・各漁協及び各市町は、後継者育成と魚食普及を図り、将来の漁業を担う人材

確保に寄与するため、地域内３校において生徒約１５０名に対し、水産体験

教室を実施する。

［担い手の確保］ 

中核的漁業者の確保・・・・②、③、④ 

・各漁協は、各指導機関による経営改善指導や各種講習会を開催することで、

漁業者の積極的な漁家経営の安定化に必要な知識等の取得や、国のセーフテ

ィーネット構築事業への加入により広域浜プランを実現できるよう働きかけ

る。なお、当広域水産業再生委員会は「中核的漁業者」を６名認定し、第１

期と併せ３５名とする。

・中核的漁業者は、各漁協が開催する品質向上・衛生管理にかかる講習会へ参

加し、技術の習得と衛生管理の知識習得を目指す。

・中核的漁業者は 、漁船リース事業や競争力強化機器導入事業に取組み、漁業

経営を安定化し、競争力の強化を図る。

活用する支援

措置等 

・広域浜プランに基づく実証支援・・・・・①

・水産業競争強化漁船導入緊急支援事業・・②

・競争力強化型機器等導入緊急対策事業・・③

・水産業競争力強化金融支援事業・・・・・④

・効率的な操業体制の確立支援事業・・・・⑤
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・定置網の安定的な操業に必要なクロマグロの混獲回避活動支援・・⑥

（５）関係機関との連携

［品質向上の取組み］ 

・品質向上は、新しい規格も取り入れることから、青森県漁業協同組合連合会との連携を深め

ながら進めていくとともに、青森県・関係市町及び技術を有する民間企業等と情報交換を行

う。

［販売力の強化］ 

・３市町の道の駅をはじめとする直売店等との連携強化を図りながら進めて行く。

［養殖業の推進］ 

・青森県の指導のもと、漁業者間でトラブルのないよう調整しながら進める。

［後継者の育成］ 

・中学校と安全管理に注意しながら、総合的な学習の時間等に取り入れて進めて行く。

［担い手の確保］ 

・青森県、関係市町及び青森県漁業士会と連携しながら進める。

（６）他産業との連携

・観光協会など観光産業と連携し、情報発信等を活性化させ、イベント等の集客増を図る。

４ 成果目標 

（１）成果目標の考え方

［機能再編・地域活性化］ 

 本プランでは、道の駅、JF 青森漁連流通 PR センター、インターネットを活用した販路拡大に

取り組むことから、これらによる売上額を成果目標とする。 

［中核的担い手育成］ 

 各指導機関による経営改善指導や各種講習会の開催を通じて漁家経営の安定化に必要な知識

等を取得させることで中核的漁業者の育成を図ることとしていることから、中核的漁業者数を成

果目標とする。 
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（２）成果目標

直販・インターネット販売等

による売上額 

基準年 令和２年度 ：     ０ 千円 

目標年 令和７年度 ： ２，６００ 千円 

中核的漁業者数 基準年 令和２年度まで ： ９ 人（累計） 

目標年 令和７年度まで ： ３５ 人（累計） 

（３）上記の算出方法及びその妥当性

直販・インターネット販売等は初めての取組のため、基準年実績はなし。 

目標年の算出方法は下記のとおり。 

（目標年の総売上額）＝（道の駅等を活用した直販まつりの売上）＋（インターネット販売及

び宅配サービスを活用した鮮魚販売の売上）＋（青森県漁連 PR センターへの出荷の売上） 

※詳細は別添資料のとおり

５ 関連施策 

活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性 

事業名 事業内容及び浜の活力再生広域プランとの関係性 

広域浜プランに基づ

く実証支援 

内 容： イベント等へ参加による水産物 PR 活動 

関連性：統一魚種の出荷や販路開拓等に活用 

水産業競争強化漁船

導入緊急支援事業 

内 容：中古漁船等のリース 

関連性：中核的漁業者の収益性の向上及び安定かつ健全な操業に向けて

の取組みに活用 

競争力強化型機器等

導入緊急対策事業 

内 容：漁業用機器の導入 

関連性：中核的漁業者の生産性の向上及び省力化操業に向けての取組み

に活用 

水産業競争力強化金

融支援事業 

内 容：中核的漁業者の機器導入等に係る自己負担分に対する支援 

関連性：中核的漁業者の育成 

産地水産業強化支援

事業 

内 容：産地における所得向上の取組みに対する支援 

関連性：共同利用施設の整備などに活用 

定置網の安定的な操

業に必要なクロマグ

ロの混獲回避活動支

援 

内 容：定置網におけるクロマグロの混獲を回避するための取組を行う。 

関連性：クロマグロの混獲を回避するための取組を行う 


